
 

平成 31 年度 国語表現 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 国語表現 改訂版（大修館書店） 

副教材等 
テスト式国語常識の総演習 修訂三版（京都書房） 

国語表現基礎練習ノート 国表 307 準拠（改訂版）（大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

学校番号 2004 

国語表現の授業は、二方面から行います。 

授業では、様々な切り口で「表現活動」にアプローチします。授業中に、よく聴き、見、読み、観察し、考え、

表現し、相互評価し、話し、などの活動の中で、喜びを感じ、力を伸ばしていくことを目指します。 

家庭学習では、副教材の「テスト式国語常識の総演習」に取組み、言語能力の基礎を固めることを目指します。 

・基礎学力の定着 

・すべての学習活動の基本になる「ことば」を用いた表現活動を通じて、「ひと」と「ことば」を大切にする姿勢

を身につける。 

・「型」のある小論文や、韻文、鑑賞文、自由作文、などを書く力を身につける。 

・先達の文章や作品、現代の様々な問題を取り扱った新聞、ドキュメンタリー作品などを読み取り、感じ取り、

自分の考えを表現する力を身につける。 

宿題を提出し、学習し、身に

着けたか。授業に積極的に参

加し、表現活動を行えたか。 

評価方法 

ａ関心・意欲・態度 

・行動の観察（授業中の態度

や発言等）・小テスト・提

出物（ノート・小論文・ワ

ークプリントなど） 

皆の前で発表することが出

来たか。コミュニケーションワ

ークに積極的に取り組んだか。

友人の発表を評価できたか。 

評価方法 

ｂ話す・聞く能力 

・行動の観察（授業中の態度

や発言等）・提出物 

ことばを使って様々な表現活動

を行う。意見文・小論文・韻文・

鑑賞文・物語などをかけたか。 

評価方法 

ｃ書く能力 

・提出物（ノート・小論文・ワ

ークプリント・作品など） 

 

 

 

ｄ読む能力 

 

・国語の常識や語彙に関しての知識を増やし、意味

や使用方法を理解することができたか。 

 

評価方法 

ｅ知識・理解 

・小テスト 

・定期考査 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学 

期 

単元 

（学習項目） 
学習内容 

自己

評価 

主な評価の観点 単元の評価規準 

（生徒の到達目標） 

評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

１
学
期
中
間 

さまざまな

価値観を知

り自分の将

来について

考える 

①さまざまな価値

観を知り、（価値

観プリント記入、

集計、将来像）将

来の自分について

考える。②先輩た

ちの生き方（DVD

視聴、インタビュ

ー）から学ぶ。 

③ことばの持つ力

（DVD 視聴こと

ばの力）について

考え、書く。 

 ○ ○ ◎   

 

ａ：授業の中で考えたことを話し

合うことができる。人生の先輩へ

のインタビューを行う。 

ｂ：話し合ったことを発表し、聞

くことができる。 

ｃ：生き方や、ことばの力につい

ての自分の経験や考えを書くこ

とができる。 

 

 

ａ,ｂ,ｃ： 

行動の観

察、提出物 

国語常識の

総演習の家

庭学習 

重要語の読み、書

き、慣用句、こと

わざ、近代短歌。 

 ○    ◎ ａ：家庭学習を行い知識を身につ

けようとしている。 

ｅ：知識を身につける。 

ａ,ｅ： 

提出物・定

期考査 

１
学
期
期
末 

「新聞」に

ついて学び

作る 

①新聞記者の講演

などを通して新聞

作りについて知

る。②見出しにつ

いて学び考える。

③同じ内容につい

て違う視点からの

記事を二種類作

る。 

 ○ ○ ◎  ○ ａ：現代社会の諸問題について調

べ自分なりに考えようとしてい

る。 

ｂ：友人と現代の諸問題について

話し合う。 

ｃ：二つの視点からの問題の捉え

方について理解し記述している。 

ｅ：様々な知識を身につけてい

る。 

ａ,ｂ,ｃ,

ｅ： 

行動の観

察・提出物 

「小論文」

の型を知

り、反論を

想定して書

く 

①小論文の型を知

る。②反論を想定

して書く。③原子

力発電再稼動につ

いて自分の意見を

小論文に書く。 

 ○  ◎  ◎ ａ：与えられた問題について積極

的に取り組んでいる。 

ｃ：自分の意見とその反論につい

て知り、まとめ記述できている。 

ｅ：新聞などを読み内容を理解

し、原子力発電の功罪について理

解している。 

ａ,ｃ,ｅ： 

行動の観

察・提出物 

国語常識の

総演習の家

庭学習 

重要語の読み書

き、故事成語、四

字熟語、近代俳句。 

 ○    ◎ ａ：家庭学習を行い知識を身につ

けようとしている。 

ｅ：知識を身につける。 

ａ,ｅ： 

提出物・定

期考査 



２
学
期
中
間 

短歌鑑賞・

創作 

①短歌について知

り、鑑賞し、創作

する。 

②お互いの短歌を

鑑賞する。 

 ○  ◎   ａ：積極的に短歌を作り、その世

界を味わおうとしている。 

ｃ：作品を発表する。 

 

ａ,ｃ： 

行動の観

察 

・提出物 

 

評価を行

う 

 

 

 

ヘイトス

ピーチ規

制法、排除

について

学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語常識の

総演習の家

庭学習。 

①1 学期に自分の

作った新聞を見直

し、自己評価する。

②お互いの新聞を

評価しあう。 

①ヘイトスピーチ

についてのＤＶＤ

を観る。②ヘイト

スピーチについて

知る。③国際交流

について学ぶ。④

ヘイトスピーチ規

制法についての自

分の考えを書く。 

⑤ユダヤ人問題に

ついてのＤＶＤを

視聴する。⑥ヘイ

トスピーチとのつ

ながりを知る。⑦

自分の考えを書

く。 

重要語の読み書

き、故事成語、四

字熟語、近代俳句

など。 

 

 ○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

ａ：自分の考えたこと、こだわっ

たところについてＰＲできてい

る。 

ｃ：人の新聞を読み評価する。 

 

ａ：グローバル社会の諸問題、こ

れまでの民族問題などについて

知り考えようとしている。 

ｃ：資料を観たり読んだりして、

自分なりに解釈し、自分の意見を

論理的に書く。 

ｅ：グローバル社会の現状につい

て知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ：家庭学習を行い知識を身につ

けようとしている。 

ｅ：知識を身につける。 

ａ,ｃ： 

行動の観

察・提出物 

 

 

ａ,ｃ,ｅ： 

行動の観

察・提出

物・定期考

査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ,ｅ： 

提出物・小

テスト 

・定期考査 

２
学
期
期
末 

 
 

 

国際交流

について

学ぶ 

①日本からの移

民についてのＤ

ＶＤを観る。②

移民の歴史を知

る。③自分の考

えを書く。 

 ○  ◎  ◎ ａ：グローバル社会の諸問題につ

いて知り考えようとしている。 

ｃ：資料を読み自分なりに解釈し

自分の意見を論理的に書く。 

ｅ：日本からの移民、日本への移

民の歴史を知る。 

ａ,ｃ,ｅ： 

行動の観

察・提出物 



現在の移

民問題に

ついて学

ぶ 

①新聞などのニ

ュース資料から

現在の日本の移

民問題について

知る。②二学期

学んだまとめと

して小論文を書

く。 

 ○  ◎   ａ：『国際交流・移民問題』につ

いて学び知ろうとしている。 

ｃ：資料を読み自分なりに解釈

し、自分の意見を論理的に書く。 

 

ａ,ｃ： 

行動の観

察・提出物 

２
学
期
期
末 

国語常識の

総演習の家

庭学習。 

重要語の読み書

き、故事成語、

四字熟語、敬語、

文法など。 

 ○    ◎ ａ：家庭学習を行い知識を身につ

けようとしている。 

ｅ：知識を身につける。 

ａ,ｅ： 

提出物・定

期考査 

 

３
学
期
期
末 

 

絵本作り

をとおし

て自由な

発想を学

ぶ 

 

自分の声

を相手に

届ける 

 

 

 

 

 

 

国語常識の

総演習の家

庭学習。 

①単純な線と言

葉の繰り返しか

ら絵本を作る。②

散歩絵本を作る。

③お互いの絵本

を鑑賞する。 

①調べたことや

自分の意見を相

手に伝えるには

どうすればよい

か学び、考え、実

践する。②友人の

スピーチを聴き

評価を行う。 

 

重要語の読み書

き、故事成語、四

字熟語、敬語、文

法など。 

 ○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

ａ：「頭で考える」のではない自

分の発想を味わえている。 

ｂ：お互いの作品を味わい自由な

発想を味わえている。ｃ：発想を

自由に豊かにして想像の世界を

広げ言葉に表している。 

ａ：積極的に授業に参加できてい

る。 

ｂ：作った原稿を暗記し、良いス

ピーチになるために、内容を相手

に伝える努力・工夫が出来てい

る。聴き、評価する姿勢が出来て

いる。 

ｃ：調べたことを元にしてス

ピーチ原稿を作成する。 

ａ：家庭学習を行い知識を身につ

けようとしている。 

ｅ：知識を身につける。 

 

ａ,ｂ,ｃ： 

行動の観

察、提出物 

 

 

 

ａ,ｂ： 

行動の観

察、ワーク

プリント 

 

 

 

 

 

ａ,ｅ： 

提出物・定

期考査 

 

 


